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【評価調書様式１】

投資事業評価調書（新規）

部課室名
県土整備部

土木局 河川整備課
記入責任者職氏名
（担当者氏名）

河川整備課長 森脇 康仁 
（課長補佐兼都市河川係長 寒川 美樹）

内線
4408 
（4417）

河 川 名 事 業 区 間 総事業費 63.1億円
事業種目 河川事業

二級河川船場川水系 船場川 姫路市広峰～白国 内用地補償費 9.7億円

所  在  地 着手予定
年  度

完成予定
年  度

姫路市 H21 H27 

事 業 目 的 事 業 内 容
船場川は昭和51年台風17号による洪水被害を契

機に下流から順次改修を進めているが、上流市街地
において、平成2年台風19号、平成16年台風23号な
どで甚大な洪水被害を受けており、早期の対応が必
要である。
洪水調節池により浸水被害を防御し、地域住民が
安全で安心して生活できる環境を早期に確保する。

調節池 １箇所
（V=約120,000 m3 A=約25,000m2)

導水路 L=560m

〔負担割合 国1/2 県1/2〕

評価視点 評価結果の説明

 (1)必要性 ・船場川は、河口から姫路バイパスまでは高潮対策事業等により改修済で
あるが、これより上流区間については未改修である。 

・平成16年台風23号では、上流の未改修区間を中心に浸水戸数179戸の
多大な被害が発生したのをはじめ、平成2年台風19号でも浸水被害が
発生している。 

・高度に都市化した姫路市の密集市街地であり、商業施設などが集中する
船場川流域を浸水被害から防御するため、早期に治水安全度を向上さ
せ、地域住民が安全で安心して生活できる環境を確保する必要がある。

 (2)有効性・効率性 ・費用便益比Ｂ／Ｃ＝６．６ 
・下流から順次整備を進める河川改修は、都市化した姫路市の密集市街地
においては多大な時間を要することから、上流に洪水調節池を整備する
ことにより、下流の河道への流量を軽減し、早期に治水安全度の向上を
図ることができる。 

・とりわけ、浸水被害が大きい城北地区においては、平成20年度から暫定
河道改修を実施することにより、調節池と併せて平成16年10月台風23号
の洪水に対して浸水被害を解消することができる。 

・調節池は、河川整備基本方針に位置づけられ、河川整備計画についても
今年度内の策定に向け、「船場川河川整備計画検討委員会」での協議を
始めており、事業執行環境は整っている。 

 
 (3)環境適合性

(4)優先性 

・調節池は、姫路競馬場内に設置するが、環境・景観の保全に配慮し、現
状の緑地等の機能を復元した構造とする。 

 
・船場川は、浸水被害が多発している地域であり、平成１6年台風23号に
おける再度災害防止対策の観点からも、早期に地域の安全・安心を確保
する必要があり、優先性は高い。 
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(二)市川 

(二)船場川 

（二）夢前川 

国道250号 

姫路バイパス 

国道２号 

山陽自動車道 

JR山陽本線 

山陽新幹線 

姫路駅 

姫路城 

手柄山 
中央公園

播但連絡道路 
（普）増位川

（二）大野川

都市一般 S58～ 
L=1,535m(1/30) 

高潮 S43～H４ 
L=2,570m(1/100)

激特 
S51～56
L=400m 
(1/100)

地域自立・活性化交付金 H20～24  
環境整備事業 Ｌ=4,600m 

改修済延長  
L=3,245m 

船場川 

流域界

凡　　例

流域面積：18.2 km2 

Ｈ21～27 
河川事業 



国道２号

Ｈ16台風２３号浸水区域

船
場
川

大
野
川

増
位
川

市
川

ＪＲ播但線

国道312号

調整池
(姫路競馬場)

姫路城

導水路

分水堰

船場川　流域航空写真

ＪＲ姫路駅ＪＲ山陽本線

姫路バイパス

国道250号

山陽電鉄

整備済(1/100)
L=2,570m

整備済(1/30)
L=675m
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船場川における過去の被害状況写真

船場川

JR山陽本線

国道2号 姫路城

大野川

山陽電鉄線

JR山陽新幹線

国
道
312
号

JR
播
但
線

増位川

山陽自動車道

平成16年10月洪水（台風23号）

姫路市富士才橋周辺
（大野川との合流点より約1km上流 姫路城北側）の被害状況）

平成2年10月洪水（台風19号）

姫路市手柄橋（JR山陽本線南側）から下流を見た出水状況

昭和51年9月洪水（台風17号）

姫路市地内町（船場川右岸 国道２号南側）の出水状況

平成16年10月洪水（台風23号）

姫路市伊伝居
（船場川が氾濫し、道路が冠水した様子）

姫路市伊伝居
（船場川の氾濫により、道路に泥が堆積した被害の様子）
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船場川 河川事業スケジュール

○当初計画及び実施工程

 H21 H22 H23 H24 H25 H26 Ｈ27 備 考

調 査
      

洪水調節池
整備

       

導水路
       

分水堰
        

船場川 河川事業の費用便益比

（１）費用便益比の考え方

 １）便益＝治水事業を実施することによる被害軽減期待額を現在価値化し残存価値を付加
  被害額＝一般資産被害（家屋、家庭用品、事業所償却資産、農漁家償却資産等）
        ＋農産物被害＋公共土木施設等被害＋営業停止被害＋応急対策費用

 ２）費用＝「建設費＋維持管理費」を現在価値化
（２）算定に用いた資料
   治水経済調査マニュアル（案） 国土交通省河川局 平成 17年 4月

（３）便益（Ｂ）の算出方法

河道＋流域のモデル化

各メッシュの資産、地盤標高の設定

氾濫解析

氾濫区域内資産額の算定

年平均被害軽減期待額の算定

費用便益比

・メッシュごとに、人口、資産（戸数、事業所数、
 床面積など）、地盤標高を設定

・生起確率の異なる数種のハイドログラフ(S38.6型)

をもとに氾濫解析を実施

・メッシュデータと氾濫解析結果より被害額を算定

・年平均被害軽減額から算定される便益と建設費用を
現在価値化して費用便益比を算定

・平面 2次元氾濫域不定流モデル
・流域は 50m四方のメッシュに分割

・洪水の生起確率毎の被害額から、年平均被害軽減額
を算定

流出解析

   
 （４）費用便益（Ｂ／Ｃ）

便益（Ｂ） 費用（Ｃ）

総便益 総費用 事業費 維持管理費 
（百万円） 

代表的な効果 
（百万円） （百万円） （百万円） 

Ｂ／Ｃ

治水安全度 1/30 規模の洪水
に対し 
 ・浸水戸数  718戸の軽減 39,180.7 

 ・浸水面積   28 haの軽減 

5,855.6 5,523.1 332.5 6.6 

   ※金額；現在価値化したもの
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